
自分たちで考えて動いていくことで
総合力が鍛えられるプログラム

　小野　まず、皆さんがBLSPに入ろう
と思われた理由、きっかけというところか
らお聞きしたいと思います。
　竹内　ぼくの場合大学選びの時点で、
BLSPというのは関大の商学部で、いま一
番力を入れているプログラムだということを
知り興味を持ったのが最初です。実際に入
学して話を聞くと、やはりレベルが高く、大
変な面もあるけれど、自分が成長できるプ
ログラムだということで、入ろうと考えました。
ワシントン大学での講義ですとかマイクロソ
フト社でのプレゼンなど、ほかでは経験で
きないことが経験できるというのが魅力で
した。
　福崎　私はプレゼミで BLSPの先生の

ゼミに入って、いままでとは違う指導を受け
たんですね。能動的に、自分たちが考えて
やっていくという姿勢が好きでした。それ
でBLSPにそのまま進みました。BLSPで
は研究プロジェクトを任されます。任される
ので自分でやらなければいけないし、やっ
たことに関しては厳しく評価されます。そう
いう意味で、いっぱい考えて、いっぱい悩
んで、いっぱい成長できるところだと思いま
した。
　小野　記憶に残る失敗はありますか？
　福崎　失敗しかなかったんですけど
（笑）。一番の困難は研究テーマが決まらな
かったことですね。最終的には私が見つけ
てきたテーマを、やりたいんですって先生と
みんなにお願いして、納得してもらったん
ですけど。そのとき、どういうふうに伝えた
ら人は理解してくれるのかということを学ん
だ気がします。

「超ハード」でも「楽しい」
　自ら考え実 践することで変わる学生生活
2012年初頭、小野先生を囲んだ 6 人の 3 年次生の全員が、最初から BLSP は「超ハードな」プログラムと知っていたという。
楽じゃない。それでもそこに参加しようと思ったのは、ほかでは得られない経験ができると考えたからだった。折り返し
点にさしかかったいま、その実際をどのように感じているのか。

小野  善生 准教授（おの  よしお）

商学部商学科マネジメント専修
BLSP「リーダーシップ論」担当

B L S P 受講生座談会



　小野　なるほど。ほかのみなさんはい
かがですか？
　宮本　ぼくが BLSPに入ったのには2つ
理由がありました。1つは担当教員の先
生のゼミに入りたかったこと。もう1つは、
BLSP 1期生からシアトルでの体験などのほ
か、1年間を通してやったことに関して話を
聞き、すごく興味を持ったんです。それとゼ
ミの先生の教え子の方にも一人に話を聞い
たんですが、もう本当に、しごかれたとい
うんです。でも、そこに自分を育ててやろう
という先生の気持ちを感じたっていうんです
ね。自分も、そのような状況に置かれたい
と考えました。
　小野　それで、実際にはどうですか？
　宮本　自分たち次第かなと感じています。
自分たちがぶつかっていかないと、応えても
らえない。先生に厳しく接してほしいと待っ

ているだけでは、興味を持ってもらえないの
で、そういう意味ではぼく自身、反省する点
も多かったかなと思います。たとえば、研究
テーマにしても、何十冊も本を読むとか、もっ
と努力したうえで、自分たちから提案してい
くというのが必要だったかなと思います。
　小滝　私が BLSPに入ったのは、勉強
で本気を出したいと思ったからです。変ない
い方かもしれませんが、高校までの勉強は、
やれば答えが出るということで、ある程度
余裕がありました。で、ほかのことをがんば
るという形で来て、大学生になったとき、大
学で学ぶということを改めて考えると、もっ
と本気になりたいと思ったんです。プレゼミ
の受講を通して、BLSPは総合力とか人間
力とかいうところを鍛えられるところだと思
いました。私自身は、まだ専門性を絞り込
みたくなかったというのもありまして、BLSP
を選びました。
　山口　ぼくは1回生のとき受講した先生
の授業に魅力を感じて、その先生のゼミを

希望しました。BLSPに関しては 1学年上
の先輩からすごく大変だということを聞い
ていましたので、そういう所へ行けば高い
志を持った人と出会えるかなと思いました。
入ってみると本当にみんな志が高くて。課
題の研究をするだけではなくて、個人でなに
かをしたり、学外でも活動したりと能動的に
動いているので、自分も刺激されてがんば

れると感じています。
　藤岡　私は1、2回生のときに結構遊ん
でいました（笑）。いつも仲のよいメンバー
とばかり遊んでいたんですね。でも、3回
生になって、せっかくたくさんの人が集まる
関大に来ているのに、同じ子とばかり一緒
にいて、同じことばかりしているというのは
もったいないなと感じたんです。何か新し
いことにチャレンジしたいと思ったタイミング
でBLSPの説明会に参加してみると、いま
まで話したこともない人たちがたくさんいて、
そんな人たちと一緒に一つのプログラムに取
り組んでみるというのは、もしかしたらすご
く楽しいことなんじゃないかと思ったんです。
　小野　それで、それまでの生活とは変
わりましたか。
　藤岡　はい、変わりました（笑）。本当に
大変だったんですけど、そのなかで楽しさも
感じられて、よかったなと思います。

論理的に考えて人に伝えることと
集団の中の自分を意識すること

　小野　それではいまの話に関連して、
BLSPに入る前と後とでは、なにが変わっ
たかというところをお聞きしたのですが。
　竹内　ぼくも1、2回生のときはよく遊ん
でいまして、その資金を得るために週に 5
日とかバイトをしたりしていたんですけど、
BLSPに入ってからはバイトもほぼなくなり
ました。ゼミのメンバーが毎日集まったり、

人付き合いというのが変わりました。以前か
ら付き合っていた人とももちろん交流はある
んですけど、それよりももっと長時間、ゼミ
内で課題の話や研究の話をしているという
感じで。
　福崎　私が一番大きく変わったと思うの
は、論理的に考えることの大切さを意識す
るようになったところでしょうか。いま思え
ば、大学 2回生までの自分は、考える習慣
がなかったように思います。先生方に考えな
さい、自分の意見を持ちなさいといわれて
も、それって難しくて、また、考えたとして
もそれを表に出す機会もなかったんですね。
BLSP では考えなければならないし、それ
を出していかなければならないということ
で、考える習慣がついたと思います。もう1つ
は時間管理ですね。やらなければならない
ことは多いけど、ほかの授業もある、プライ

ベートもあるということで、どれをいまやる
べきなのかという順位の付け方だったり、逆
に、どこで息抜きをするのかといったマネジ
メントができるようになった気がします。
　宮本　ぼくは、ものの見方が変わったか
なと思います。1つのゼミに15人近く人が
いて、3つのゼミが一緒に活動するわけで
すから、そこでこの人はこう、あの人はこう
と見ていくなかで、じゃあ自分って集団の中
でどういうポジションなのかとか、ほかの人
と比べてこういうところが足りないなとかいう
ことを意識するようになりました。
　小野　以前はそういう意識はなかった？
　宮本　だれかと比べて自分はこう、とい
うふうに思うことは少なかったかもしれない
です。あったとしても、それは本当に限られ
た仲のいいメンバーに限られていました
から。
　小滝　私の場合は、失敗を恐れなくなっ
たというのと、周りを意識して事を運ぶよう
になったと思います。もともと私は勇気がな
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くて、先読みネガティブって感じで（笑）、ど
んなことでも保険をかけておいてリスクを回
避しようとするタイプなんです。だから挑戦
はしないというか、本当だったらできるかも
しれないのに、ちょっと手前のレベルでや
めておくということが多かったんです。また、
周囲に対しては、意見をいうときでもきつく
いっちゃうというところがありましたし、自

分の考えが中心になってしまうというところ
があったんですが、それがちょっとはましに
なったかな、と思います（笑）。
　山口　ぼくは、物事を人に伝えること
の大切さを感じました。最初に海外ワーク
ショップをしたとき、リーダーを務めたんで
すけど、そのとき先生からの指示をみんな
に伝えるということを、怠っていたつもりは
なかったんですけど、思ったほどできていな
かったということがありました。いままでに
も小さなグループでのリーダー的な役割をし
たことはあったんですけど、そのときは、自
分ががんばればできていたんですね。でも、
BLSPの研究テーマというのはずっと大き
くて、一人ではやれない。どうしてもみんな
で仕事を分け合ってやらなければならない。
リーダーとしてはそれを指示して、先生とも
たくさんコンタクトをとって、効率よく作業を
進めていかなければいけないということで、
さまざまな場面で考えたことをきちんと伝え

ることの大切さを感じました。
　藤岡　山口君の話に似てるんですけど、
私も相手の話をきちんと吸収して、自分の考
えを説明することの大切さを感じています。
以前は、自分と似た考えの友だちとばかりい
たので、以心伝心みたいなところがあって、
口に出さなくても伝わってるだろうで済まし
ていたんですね。でも、BLSP で研究など
を行っていくうえでは、自分の考えに説明が
ないと、みんな納得もしてくれないし、反論
もしてくれないわけで、自分がこう思ったと
いうときに、なぜそうなのかということをき
ちんと伝えることが大事だと思いました。

大切なのは学びたいという気持ち
チャンスはいくらでももらえる

　小野　来年BLSPに入ろうと考えてい

る人や、あるいは進路を考えている高校
生にとっては、先輩であるみなさんの実
感というのは、貴重な情報だと思います。
そういう意味で、どういう覚悟を持って
入ってくるべきなのかという話を聞かせて
もらいたいと思います。
　竹内　BLSPって、相当英語を重視する
わけですけど、ぼくは英語が苦手なんです
ね。プレゼミで先生に相談したときも、英
語の厳しさというのはいわれていまして、ど

うしようかとなったんで
すけど、自分の英語力
が低くても、入るからに
はみんなにしっかりくら
いついてやっていこうと
思いました。自分がそう
なので、先生方はもちろ
ん能力も見ておられるん
でしょうけれど、学びた
い気持ちと、そこについ
ていこうという志がまず

必要なんじゃないかと思います。
　福崎　さっきの山口君と藤岡さんの話に
関連するんですけど、とりあえず、自分の話
がなんでも聞いてもらえるとは思うなってい
いたいです（笑）。いままでは、周りの大人
は聞いてくれてたんですね。無駄な話でも、
要点がまとまっていなくても。でも、ここで
は自分たちも一般の大人として扱われるの

で、要点のない話は聞いてもらえません。「話
が長い」ってバッサリ切られたことも何回も
ありますが、相手に聞いてもらえる話をしな
ければいけないんですね。自分がしたいこ
との明確なビジョンを持って、それを実現す
るためにどうするかと考えてほしいです。
　宮本　　BLSP が始まると、内容が盛り
だくさんで、本当に時間が足りないんです。
だから大学に入って1年、2 年のうちにどれ
だけ勉強するかがすごく大事だと思います。
ぼく自身、1、2 年時は単位の取りやすい授
業を取るとか、サークル活動に没頭すると
いった形で、十分には勉強してこなかったん
ですが、いま、それを後悔しています。本来1、
2 年でしっかり準備しておいて、BLSPに進
むというのがよかったと、いま思います。　
小滝　私はBLSPは、自分でなにかをつか
みにいかないと、なにもつかめないプログラ
ムだと思います。チームでやる分、カバーし
てもらえる部分もあるんですけど、逆にチー
ムの一員として力を発揮していかないとうま
くいかないのも実感しました。なにかを得よ
うと積極的に動けば、いくらでもチャンスは
もらえるプログラムだなと思います。
　山口　そういう志は本当に必要だと思い
ます。英語力についてもそうです。このプロ
グラムに参加すれば英語は伸びるというふ
うに思うかもしれないし、実際に英語に触
れる機会は多いのは確かですけど、自分で
目標を定めて、英語力を伸ばしていこうとし
ないとダメなんですね。そこを勘違いしない
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でほしいです。
　藤岡　みんなの話を聞いて、私はBLSP
に入る前にそんなにすごい決意があったか
といわれたら、もしかしたらなかったかなと
思うんですけど（笑）。でも、入ったからに
はやらないといけないし、やってるうちにだ
んだん楽しくなってくるしというのがありまし
た。決意を持って入ってくるというのは大事
だと思いますけど、このプログラムに興味を
持つ人ならやっていけるというか、入ったあ
とは自然に努力するようになると思います。

欲張りで濃いプログラムを通して
切磋琢磨できる仲間との出会い

　小野　それでは最後に皆さん自身に
戻っていただいて、ここまで一年弱やって
きて、どんな手応えを感じていますか。
　竹内　ぼくは、やる気は持ってBLSPに

入ったんですけど（笑）、やっぱりそれなり
の実力は求められるわけで、英語では苦労
しました。授業についていくのに必死で。海
外ワークショップのためのプロジェクト研究
の方も、最初は日本語で始めたのが英語に
変わると、途端にあまり参加できなくなった
りということで（笑）、いろいろ困難はあった

んですけど、自分なりに努
力して、マイクロソフトでも
発表できましたし好意的な
コメントもいただけました。
1年間やってきて、高校の
ときから入ろうと考えていた
その気持ちは間違っていな
かったなと思えるので、よ
かったと思います。
　福崎　私は商品開発が
したいとか、英語でプレゼ
ンがしたいとかいう思いが
あったんですけど、やっていくうちにどんど
ん新たなものが見つかるんですよね。英語
でのプレゼンでは、質問がよく分からなくて、
うまく答えられなかったりとか、すごく悔し
い思いをしたり、商品開発にしても、すごく
やってみたいことだったんですけど、実際に
やってみて理想と現実とのギャップに気付い

たりして。最初、やり
たかったことができ
て嬉しいんですけど、
それ以上に得られる
ものがあったなと感
じます。
　宮本　BLSPって、
欲張りなプログラム
ですよね。短期間の
うちにいろんなこと
があって、ゼミのプロ
ジェクト研究だけじゃ

なくて、関連する授業も
たくさんありますから。だから、ひとつひと
つを丁寧にやっていかないと、適当になっ
ちゃうというところがあると思います。学ぼ
うという気持ちがあればあるほど伸びるん
ですけど、それがなかったら、なにもかも
が中途半端で身に付かないということになっ
てしまうと思います。

　小滝　いま思えば、とにかく濃かったな、
という感じです。私は年末にその年を振り
返ってみるんですけど、この1年分を振り返
るときりがなかったというか、全然終わらな
かったというか（笑）。それだけいろんなこ
とをやったわけで、しんどいのはしんどかっ
たんですけど、もう1回同じことをやるかと
聞かれたら、やります。多分（笑）。
　山口　ぼくも、やりがいのあるプログラム
に参加できてよかったなと思います。性格上、
あまり辛いと感じることがなく、その瞬間は
辛いんですけど、すぐに忘れちゃうみたいで
して（笑）。だからこの1年も大変だったなと
は思いますけど、辛かったという感じはない
んです。ある程度結果は残せたかなとも思
いますし。
　藤岡　私もBLSPっておいしいプログラ
ムだなと思っています。いろんなことを経験
させていただけるし、いろんな先生に出会
えるしというのがあって。シアトルでのプレ
ゼンで褒められたとか、Ｓカレで賞をいた
だけたとかという結果よりも、切磋琢磨でき
る仲間たちと出会えた、素晴らしい先生方
に教えていただけた、そのなかで自分が1年
間がんばれたというのが、大きいと感じてい
ます。
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